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－２－

会計別収支決算一覧表

市有財産の現在高

市債の平成14年度末残高

歳　　　　出 121億8,980万円

決算状況について
平成14年度阿久根市決算は、一般会計及び特別会

計合わせて歳入217億335万円、歳出213億7,901万円
であり、差し引き３億2,434万円の黒字決算で、事業
等の繰り越しにより翌年度に繰り越すべき財源1,646
万円を差し引いた実質収支額も３億788万円の黒字と
なりました。
一般会計における実質黒字額は翌年度への繰越財

源1,646万円を差し引いて１億5,794万円であります
が、本市の一番大きな収入源であり期待も大きい地
方交付税も年々減少していることに伴い平成10年度
から経常経費等の削減を行ってきているところであ
り、苦しい財政事情に変わりはありません。
これからも更に節減等に努力し、将来のことを見

据え歳入状況を的確にとらえ、各種事業の執行につ
いて、その効果や緊急性等を十分協議検討し、市民
の皆さま方のご理解とご協力をいただきながら、こ
の厳しい財政状況に対処してまいります。

決算状況決算状況
会計）



－３－

平成14年度一般会計の主な歳出

46万5,971円（一般会計）
総　務　費

9万2,701円

民　生　費

11万3,857円

農林水産業費

4万4,480円

土　木　費

4万0,573円

教　育　費

4万1,452円

公　債　費

6万9,827円

衛　生　費

2万3,637円

そ　の　他
・議　会　費
・消　防　費
・災害復旧費
3万9,444円

市民１人あたりに使われた金額

（単位：千円）
防災行政無線施設整備事業 278,397
国民健康保険特別会計繰出金 377,745
老人保健医療特別会計繰出金 252,779
介護保険特別会計繰出金 291,206

障害者援護・老人保護・

知的障害者援護措置・児童手当等

生きがい対応型デイサービス事業 23,664
心身障害児小規模通園事業 16,807
放課後児童健全育成事業 26,500
がん・レントゲン検診・予防接種業務 32,132
簡易水道特別会計繰出金･老朽管更新･配水管布設事業 20,636
小型合併処理浄化槽設置整備事業 95,165

可燃・不燃・粗大ごみ収集、古紙類・

古布びん類・ペットボトルリサイクル収集

高年齢者労働能力活用事業 12,200
かごしま園芸タウン条件整備事業 33,556
農村地域整備開発事業 96,500
林道開設工事 37,000
藻場造成事業 10,800
脇本・佐潟漁港改修事業 180,355
阿久根みどこい祭り 5,811
道路新設改良・維持修繕等事業 221,769
公園管理・番所丘公園施設整備ほか 46,610
市営住宅建設事業 401,602
小・中学校補修工事ほか 40,927
多目的雨天屋内運動場改修・テニスコート改修 41,570
幼稚園就園奨励補助 13,344
あくねボンタンフェスティバル 7,845
給食受入施設改造ほか 17,254
災害復旧事業 63,457

歳　　　　入 123億6,420万円

市 税 の 内 訳

平成14年度
歳入歳出歳入歳出

（一般

塵芥処理費 

1,347,002


58,310


扶助費 



－４－

○高規格救急自動車導入
救急救命率向上に向けて高規格救急自動車を購入。
今年度中に運用開始できるよう準備中。

（写真は導入予定モデル車両の室内）

○あくね大島公園整備事業
大島公園内の施設老朽化が進んでいるため安全で
快適な休憩・宿泊施設を提供し渡島者の利便性を
図るため施設を整備。

（写真は解体が進むセンターハウス）

平 成 15 年 度 の 主 な 事 業

（単位：億円）

市　　税 総 務 費

地方交付税 民 生 費

国庫支出金 農林水産業費

県支出金 土 木 費

市　　債 教 育 費

諸 収 入 公 債 費

そ の 他 そ の 他

17億6,873万円

10億8,356万円(61.26%)

15億152万円

5億5,105万円(36.70%)

31億2,108万円

9億9,894万円(32.01%)

11億4,066万円

4億323万円(35.35%)

13億9,414万円

2億6,116万円(18.73%)

11億9,354万円

4億5,048万円(37.74%)

17億5,374万円

8億3,871万円(47.82%)

16億3,223万円

6億4,212万円(39.34%)

13億5,202万円

3億1,286万円(23.14%)

6,658万円(8.50%)

15億8,510万円

0万円(0.00%)

2億9,981万円

6,090万円(20.31%)

16億9,815万円

5億9,430万円(35.00%)

42億5,000万円

26億7,243万円(62.88%)

7億8,310万円

予算額

収入額
（　）内は収入率　

予算額

執行額
（　）内は執行率　

50 40 30 20 1045 35 25 15 5 0 0 10 20 30 4035 505 15 25 45

歳入予算現額
収 入 済 額
収 入 率

117億3,691万円
47億9,063万円

40.82％　　

歳出予算現額
執 行 済 額
執 行 率

117億3,691万円
41億4,569万円

35.32％　　



本
市
弓
木
野
地
区
に
あ
る
下
薗
博

光
さ
ん
∞3
の
ボ
ン
タ
ン
園
で
も
21

日
に
初
収
穫
が
あ
り
、
大
玉
の
果
実

が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
自
家
消
費
用
も
含
め

約
３
０
０
戸
が
約
62

で
栽
培
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
の
少
雨
の
影
響
で
玉
伸
び
が

心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
順
調

に
生
育
。
味
も
上
々
で
、
量
的
に
も

平
年
並
み
の
約
８
０
０

の
生
産
量

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
は
12
月

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
来
年
１
月
頃
ま

で
続
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
で
も

昨
年
か
ら
す
る
と
５
日
遅
れ
て
11
月

25
日
か
ら
関
東
や
関
西
な
ど
の
大
消

費
地
向
け
を
中
心
と
し
た
集
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。

本
市
多
田
の
選
果
場
に
は
、
こ
の

日
だ
け
で
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
ボ

ン
タ
ン
約
16

が
次
々
と
運
び
込
ま

れ
、
関
係
者
ら
が
早
朝
か
ら
集
荷
作

業
に
大
忙
し
で
し
た
。

市
で
は
現
在
、
Ｊ
Ａ
や
市
特
産
品

協
会
な
ど
と
ボ
ン
タ
ン
の
出
荷
拡
大

に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
市
場
）

調
査
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
年
３
月
に
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
も
開
業
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
を

目
指
し
、
7
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
の
電
源
地
域
振
興
指
導
事
業
を
活

用
。
青
果
と
加
工
品
の
両
面
か
ら
市

場
開
拓
の
た
め
の
販
売
戦
略
や
付
加

価
値
を
高
め
る
た
め
の
生
産
技
術
、

製
品
開
発
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
ま

と
め
て
、
３
月
ま
で
に
一
定
の
報
告

書
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
一
環
と
し
て
11
月
29
日
に

は
、
道
の
駅
阿
久
根
駐
車
場
で
こ
れ

ま
で
に
出
来
上
が
っ
た
加
工
品
の
試

食
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

試
食
会
で
は
、
ボ
ン
タ
ン
を
使
っ

た
お
菓
子
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
７

品
の
セ
ッ
ト
を
約
60
人
分
用
意
。
道

の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
方
々
に
試
食
し

て
も
ら
い
、
見
た
目
や
味
、
食
感
、

価
格
、
ボ
ン
タ
ン
加
工
品
と
し
て
の

特
徴
、
商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
重
視

す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

夫
婦
で
偶
然
立
ち
寄
っ
た
と
い
う

鹿
児
島
市
在
住
の
男
性
∞9
は
、「
ボ

ン
タ
ン
の
食
べ
方
と
い
え
ば
、
青
果

か
ボ
ン
タ
ン
漬
け
程
度
し
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な

加
工
品
が
出
来
る
と
知
り
驚
い
た
」

と
話
し
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

－５－

11
月
下
旬
、
本
市
特
産
の
ボ
ン
タ
ン
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
主
産
地
で
あ
る
尾
崎
・
弓
木
野
地
区
で
は
、
黄
色
く
色
付

い
た
ボ
ン
タ
ン
が
た
わ
わ
に
実
り
、
あ
た
り
一
面
、
甘
酸
っ
ぱ

い
香
り
漂
う
中
で
、
農
家
の
方
々
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

黄
色
い
果
実
た
わ
わ
に
実
る

ボボ
ンン
タタ
ンン
のの
里里
でで
収収
穫穫
はは
じじ
まま
るる

黄色く色づいた本市特産のボンタンが収穫期を迎え、産地での収穫作業や集荷が始
まりました（表紙写真）。ＪＡの選果場にも次々と大玉の果実が運び込まれ、集荷
作業で活気にあふれていました。

この日、用意された試食品（写真上）。道の
駅に立ち寄った方々に協力してもらい実施さ
れたアンケート（写真下）の結果は、商品化
に向けて、貴重なデータになります。



第
57
回
市
総
合
文
化
祭
が
11
月
１

日
、
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
市

民
会
館
な
ど
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
高
め
よ
う
　
伝
え
よ
う
　
心
豊

か
な
　
郷
土
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
今
年
の
文
化
祭
。
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
演
芸
部
門
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
前
夜
祭
か
ら
当
日
祭
ま

で
延
べ
39
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か

け
、
１
年
間
の
練
習
の
成
果
を
見
事

に
披
露
す
る
出
演
者
ら
の
華
や
か
で

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
、
存
分
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
会
館
や
市
民
体
育
館

で
あ
っ
た
展
示
部
門
に
は
、
市
内
の

幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
、
様
々
な

機
会
で
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る

市
民
ら
の
力
作
が
所
せ
ま
し
と
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
人
々
は
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
中
を
思
い

思
い
に
散
策
。
知
り
合
い
の
作
品
を

見
つ
け
た
り
、
ふ
と
目
に
と
ま
っ
た

作
品
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
は
、
熱

心
に
鑑
賞
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

住
民
ら
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
地
域

独
自
の
文
化
祭
も
各
地
で
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
身
近
な
文
化
活
動

も
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

11
月
２
日
に
は
、
第
17
回
尾
崎
校

区
文
化
祭
が
尾
崎
小
学
校
で
、
22
日

か
ら
23
日
に
か
け
て
第
３
回
山
下
校

区
文
化
祭
が
山
下
小
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
ま
し
た
。

尾
崎
校
区
で
は
、
書
画
や
寒
蘭
、

菊
な
ど
に
交
じ
っ
て
見
事
な
ボ
ン
タ

ン
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
地
域
の
特
産
品

も
展
示
。
午
後
か
ら
は
地
区
民
ら
が

踊
り
や
民
謡
、
長
唄
な
ど
を
披
露
し

合
い
ま
し
た
。
一
方
、
山
下
校
区
で

も
絵
画
や
切
り
絵
、
生
け
花
な
ど
地

区
民
の
見
事
な
力
作
約
３
６
０
点
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
展
示
部
門
や
、
演

芸
、
バ
ザ
ー
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
や
も
ち
つ
き
等
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、

文
化
の
香
り
を
満
喫
す
る
多
く
の

人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

－６－

秋
風
の
爽
や
か
な
こ
の
11
月
、
市
内
各
地
で
文
化
の
香
り
た
だ
よ
う
多
彩

な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

高高
めめ
よよ
うう
　　
伝伝
ええ
よよ
うう

心心
豊豊
かか
なな
　　
郷郷
土土
のの
文文
化化

ス
テ
ー
ジ
上
で
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
披
露
す
る

出
演
者
（
上
）
と
、
展
示
会

場
に
所
せ
ま
し
と
並
ん
だ
作

品
を
鑑
賞
す
る
人
々
（
左
）。

地域住民の力作約360点が、ずらりと並んだ山
下校区の文化祭。

地域の特産品でもあるボンタンやタケノコも展
示された尾崎校区の文化祭。



市
町
村
合
併
問
題
の
経
緯
に
つ
き

ま
し
て
は
、
９
月
１
日
の
「
出
水
地

区
２
市
４
町
合
併
協
議
会
設
置
議
案
」

の
１
市
１
町
の
否
決
後
、
可
決
し
た

１
市
３
町
で
は
、
市
町
長
及
び
議
長

等
会
議
を
積
極
的
に
開
催
し
、
協
議

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
野
田
町
で
は
全
世
帯
に

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
尊
重
す

る
形
で
10
月
15
日
に
出
水
市
・
高
尾

野
町
と
の
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を

表
明
、
議
会
議
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら

１
市
３
町
の
枠
組
み
は
無
く
な
り
ま

し
た
。

10
月
17
日
に
は
、
阿
久
根
市
・
東

町
・
長
島
町
の
市
町
長
及
び
議
長
等

会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
東
町
は
10
月
17
日
か
ら

23
日
ま
で
、
長
島
町
が
24
日
か
ら
30

日
ま
で
の
間
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
両
町
長
と
も
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
尊
重
し
た
い
と
の
意
向

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
を
終
え
た
11
月

４
日
に
関
係
市
町
長
及
び
議
会
議
長

等
会
議
が
開
催
さ
れ
、
両
町
に
お
い

て
１
市
２
町
を
望
む
声
が
２
町
合
併

を
望
む
結
果
よ
り
多
数
を
占
め
た
と

の
報
告
が
あ
り
、
阿
久
根
市
・
東
町
・

長
島
町
法
定
協
議
会
の
設
置
議
案
を

各
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
で
確
認
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
町
か
ら
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
１
市
２
町
と
２
町
の
差
が

１
％
で
あ
り
、
町
議
会
か
ら
は
２
町

合
併
の
声
も
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

基
本
４
項
目
の
一
つ
で
あ
る
新
庁
舎

の
位
置
を
「
脇
本
付
近
も
し
く
は
折

口
付
近
に
建
設
す
る
」
旨
で
各
首
長

間
で
確
認
し
文
章
化
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
根
市
は
、
こ
れ
ま
で
庁
舎
は

当
分
の
間
総
合
支
所
方
式
と
し
、
将

来
の
庁
舎
建
設
位
置
に
つ
い
て
は
法

定
協
議
会
に
お
い
て
議
論
・
決
定
す

る
と
の
基
本
的
考
え
方
を
持
ち
な
が

ら
協
議
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
同
日
の
午
後
か
ら
市
議
会
の

全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
協
議
の
結

果
、
了
承
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
７
日
、
阿
久
根
市
は
臨
時
議

会
を
開
催
し
「
阿
久
根
市
･
東
町
・

長
島
町
合
併
協
議
会
設
置
議
案
」
が

付
議
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
11
月
13
日
、
長
島
町
は
午
前

９
時
か
ら
臨
時
議
会
を
開
催
し
10
対

３
で
可
決
し
ま
し
た
が
、
東
町
が
午

後
２
時
か
ら
の
臨
時
議
会
に
お
い
て

７
対
８
で
否
決
し
た
こ
と
か
ら
、
阿

久
根
市
･
東
町
･
長
島
町
に
よ
る
１

市
２
町
で
の
合
併
協
議
会
も
設
置
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
町
に
お
い
て

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く

の
時
間
が
欲
し
い
旨
の
要
望
も
出
て

お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
の
動

向
を
見
極
め
た
上
で
、
議
会
と
一
体

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
阿
久
根
市
の
将

来
像
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

－７－

原原
点点
にに
立立
ちち
返返
りり

今今
後後
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
模模
索索

最近、「ジェンダー」という言葉を新聞等で目にし
たりすることがあるのではないでしょうか。
今月号から「ジェンダー」についてシリーズでお知

らせします。
人間の性別は、２つの次元で分けてとらえることが

できます。一つは生物学的次元での性別であり、もう
一つは心理的次元での性別です。
すなわち、子どもを産める機能が身体に備わってい

るかいないか、性器の違いなど、生れながらの生物
学的、解剖学的な男女の性差をセックスと言います。
それに対して、「男らしい」「女らしい」といったよ

うな心理的な特徴に注目した区別で、その社会や文化
によって作り上げられたそれぞれの性にふさわしいと
される行動や態度による男女の区別をジェンダーと
言います。
（「あくね男女共同参画プランＨ13.３策定」より抜粋）

ジェンダーから生れた区別や差別は、長い歴史の中
で形づくられ、身近な生活や社会の中に根をはってい
るだけに、普段は気づかず見過ごしがちです。
まずは、家庭・地域・学

校・職場・メディアなどの
あらゆる場面に浸透してい
るジェンダーをチェックし
てみては‥‥。

※この記事に関する
お問い合わせは

市役所企画調整課
企画係まで

173－1211（内線1216）



市
が
主
催
す
る
平
成
15
年
度
肉
用

牛
枝
肉
共
進
会
が
11
月
21
日
、
1
阿

久
根
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。

本
市
で
生
産
さ
れ
る
和
牛
は
、
そ

の
肉
質
の
高
さ
か
ら
市
場
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
の
振

興
発
展
と
生
産
者
の
肥
育
技
術
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
的
に
、
毎
年
こ
の

共
進
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
市
内
の
肥
育
農
家
が
約

20
か
月
間
丹
精
込
め
て
育
て
た
肉
用

牛
28
頭
が
出
品
さ
れ
、
6
日
本
食
肉

格
付
協
会
阿
久
根
事
業
所
の
職
員
ら

が
芯
面
積
や
サ
シ
の
具
合
、
肉
色
な

ど
肉
の
状
態
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
牧
内
義
春
さ

ん
（
牧
内
区
）
が
１
席
の
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

出
品
さ
れ
た
牧
内
さ
ん
の
牛
は
、
１

３
７
万
８
８
１
３
円
（
キ
ロ
２
８
０

０
円
）
の
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
県
経
済

連
畜
産
専
門
員
の
竹
下
勝
久
氏
に
よ

る「
肉
用
牛
の
流
通
情
勢
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
ら

は
最
近
の
肉
用
牛
を
取
り
巻
く
情
勢

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

な
お
、
共
進
会
の
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◎
最
優
秀
賞

牧
内
義
春
（
牧
内
区
）

◎
優
秀
賞

中
村
則
昭
（
宮
原
区
）
石
原
義
信

（
松
ケ
根
区
）
石
原
善
和
（
同
）
宇

都
清
任
（
古
里
区
）

第
28
回
出
水
地
区
市
町
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
と
第
16
回
同
女
子
駅
伝
競

走
大
会
が
11
月
16
日
、
市
総
合
運
動

公
園
周
辺
周
回
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し

た
。大

会
に
は
、
出
水
地
区
内
の
各
市

町
か
ら
男
子
８
チ
ー
ム
、
女
子
６
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス

を
展
開
。
男
子
は
阿
久
根
市
Ａ
、
女

子
は
出
水
市
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

な
お
、
レ
ー
ス
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
男
子
（
８
区
間
　
38
・
99
㌔
）

q
阿
久
根
市
Ａ
（
田
中
、
折
田
、

宇
都
、
枦
、
遊
佐
、
赤
出
、
花
田
、

本
田
）
＝
２
時
間
３
分
32
秒
w
出
水

市
Ａ
＝
２
・
７
・
15
e
出
水
市
Ｂ
＝

２
・
15
・
９
r
＝
長
島
町
＝
２
・
15
・

26
t
野
田
町
＝
２
・
16
・
22
y
東
町

＝
２
・
19
・
17
▽（
オ
ー
プ
ン
参
加
）

阿
久
根
市
Ｂ
＝
２
・
10
・
35
、
高
尾

野
町
＝
２
・
19
・
57

◎
女
子
（
５
区
間
　
15
・
15
㌔
）

q
出
水
市
（
脇
、
佐
々
木
、
下
屋

敷
、
山
内
、
吉
田
）
＝
56
分
23
秒
w

阿
久
根
市
＝
57
・
45
e
長
島
町
＝
１

時
間
４
分
０
秒
r
高
尾
野
町
＝
１
・

４
・
30
▽
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
野
田

町
＝
１
・
４
・
17
、
東
町
＝
１
・
８
・

41
第
14
回
三
笠
旗
争
奪
剣
道
大
会
が

11
月
３
日
、
市
総
合
体
育
館
で
あ
り

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
小
学
校

57
、
中
学
校
32
、
中
学
校
女
子
13
、

計
１
０
２
チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
た

ち
は
日
頃
鍛
え
た
技
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

熱
戦
の
末
、
小
学
校

の
部
は
川
辺
田
代
、
中

学
校
の
部
は
祁
答
院
Ａ
、

中
学
校
女
子
の
部
は
阿

久
根
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
小
学
校
の
部
】
q
川
辺
田
代
w
野

田
小
Ａ
e
高
尾
野
Ａ
、
育
英
館

【
中
学
校
の
部
】
q
祁
答
院
Ａ
w
宮

之
城
e
川
内
南
、
日
吉
Ａ

【
中
学
校
女
子
の
部
】
q
阿
久
根
Ａ

w
三
笠
e
川
内
南
、
川
辺

－８－

ささ
らら
にに
おお
いい
しし
いい

牛牛
肉肉
づづ
くく
りり
目目
指指
しし
てて最優秀賞に選ばれ、表彰を受ける牧内さん（右）

けんめいにタスキを継ぐ選手たち白熱した試合の様子

第
14
回
三
笠
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

小
中
学
生
１
０
２
チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開
Y

優勝は
阿久根市Ａ（男子）と

出水市（女子）



昭
和
50
年
４
月
に
阿
久
根
市
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
来
平
成
９
年

12
月
ま
で
の
通
算
６
期
22
年
７
か
月

の
永
き
に
わ
た
り
在
職
、
昭
和
62
年

５
月
か
ら
平
成
元
年
５
月
ま
で
は
第

15
代
市
議
会
議
長
と
し
て
議
会
運
営

に
当
た
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の

確
立
と
地
域
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
間
、
住
民
の
代
表
と
し
て
本

市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
同
氏
で
す
が
、
と
り
わ
け
平
成

元
年
に
国
立
阿
久
根
病
院
の
移
譲
問

題
を
き
っ
か
け
に
市
議
会
の
リ
コ
ー

ル
に
ま
で
及
ん
だ
当
時
を
振
り
返
り
、

総
合
的
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を
目

昭
和
23
年
１
月
に
阿
久
根
町
消
防

団
入
団
、
以
来
昭
和
61
年
３
月
ま
で

通
算
34
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
市
民

の
生
命
と
財
産
を
保
護
す
る
消
防
活

動
に
尽
力
さ
れ
こ
の
間
、
市
消
防
団

本
部
分
団
幹
部
を
歴
任
、
さ
ら
に
昭

和
52
年
７
月
か
ら
は
市
消
防
団
副
団

長
と
し
て
常
に
団
員
の
先
頭
に
立
ち

地
域
住
民
の
信
頼
に
こ
た
え
て
こ
ら

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

い
ざ
火
災
や
災
害
が
発
生
す
れ
ば

昼
夜
を
問
わ
ず
何
は
さ
て
お
い
て
現

場
に
駆
け
つ
け
る
消
防
団
の
活
動
の

中
で
も
特
に
昭
和
46
年
か
ら
47
年
に

か
け
て
２
年
続
け
て
発
生
し
た
大
水

害
の
際
、
と
り
わ
け
被
害
の
大
き
か

指
し
議
会
の
先
頭
に
立
っ
て
設
立
に

取
り
組
ん
だ
出
水
郡
医
師
会
立
阿
久

根
市
民
病
院
が
、
現
在
で
は
本
市
の

み
な
ら
ず
出
水
地
域
の
中
核
医
療
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

様
子
を
見
る
に
つ
け
、
あ
の
時
の
取

り
組
み
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と

感
慨
深
げ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
受
章
に
あ
た
り

「
こ
れ
も
有
権
者
や
地
区
民
は
も
と

よ
り
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く

の
皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
受
章

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

っ
た
大
川
地
区
に
市
内
全
域
か
ら
消

防
団
員
が
招
集
さ
れ
時
間
を
忘
れ
て

懸
命
に
災
害
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
と
当
時
の

ご
苦
労
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、

「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
く
と
は

思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
も
、
今
日
ま
で
に
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
の
賜
で
あ

り
、
あ
り
が
た
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
受
章
に
恥

じ
な
い
よ
う
市
民
の
一
人
と
し
て
皆

さ
ま
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
な
人
生

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

阿
久
根
市
消
防
団
鶴
川
内
分
団
に

新
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
11
月
22
日
、
阿
久

根
消
防
署
で
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
配
備
さ
れ
た
消
防
車
は
Ｃ
Ｄ

―
１
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
高
性
能

消
防
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
、
フ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
各
操
作
を
自
動

設
定
で
行
い
確
実
な
給
水
と
強
力
な

放
水
が
可
能
な
最
新
鋭
の
車
両
で
す
。

交
付
式
で
は
、
真
新
し
い
消
防
車

を
配
備
さ
れ
た
中
尾
分
団
長
が
「
今

回
配
備
し
て
い
た
だ
い
た
消
防
車
を

大
切
に
使
い
な
が
ら
地
域
の
防
災
・

使
用
す
る
予
定
が
な
か
っ
た
り
、

使
用
期
限
が
切
れ
た
農
薬
等
の
回
収

が
11
月
５
日
、
市
民
会
館
前
広
場
な

ど
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
保
全
や
無
登
録
農

薬
の
使
用
防
止
の
観
点
か
ら
、
農
家

な
ど
農
薬
の
排
出
者
が
負
担
す
る
回

収
費
用
の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
形

で
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
と
今
回
初
め

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
と
な
っ
た
市

民
会
館
前
広
場
と
Ａ
コ
ー
プ
三
笠
隣

広
場
に
は
早
朝
か
ら
次
々
と
不
要
に

防
火
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と

語
り
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ

く
使
命
感
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

な
っ
た
農
薬
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
、

最
終
的
に
は
約
３
・
４

が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

－９－

持ち込まれた農薬を、品目ごとに仕分し
てから計量する関係者ら

不
要
農
薬
な
ど
約
３
・
４
　
回
収 今回配備されたCD-1型消防ポンプ自動車

鶴
川
内
分
団
に
新
型
消
防
車
配
備
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楽しい話題・催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１（内線1214）

━━ 阿久根高校創立80周年を祝う ━━
大正12年６月、阿久根村立高等女学校として開校した阿

久根高校の創立80周年記念式典が11月14日、同校体育館で
盛大に開催されました。式典には、全校生徒305人をはじ
め学校関係者や卒業生ら約500人が出席し、輝かしい歴史
と伝統の節目を祝いました。
また式典に先立ち、記念事業実行委員会から寄贈された

与謝野鉄幹、晶子夫妻の歌碑の除幕式もありました。歌碑
が建立された阿久根大島を望む「丸尾亭」では関係者らが
見守る中、野村繼治校長、的場博美実行委員長らが除幕。
同校の歴史を見守り続けてきた憩いの場に完成したばかり
の『乙女子のさし櫛ほどにやさしきは西の阿久根の大島に
して（晶子）』『しばらくは阿久根の海の光る瀬を見て涼し
くもなる心かな（鉄幹）』の２歌が刻まれた立派な歌碑を前
に、関係者らの感慨もひとしおの様子でした。

━━ 阿久根農業高校「農高祭」バザー ━━
阿久根農業高校で11月15日、新鮮な農産物や加工品など

を販売する「農高祭」バザーがありました。
同校のバザーは、生徒らが生産した野菜や花き、果物、

３年Ａ組シリーズの加工食品などが廉価で販売されること
から、毎年多くの買い物客で賑わいます。
なかでも、生徒たちが１年がかりで丹精込めて育てた１

鉢1,000円から1,500円のシクラメンは、販売開始前から長
蛇の列ができるほどの人気ぶり。この日用意された赤やピ
ンク、白など見事に咲いた約300鉢は、販売開始から40分
足らずであっという間に売り切れていました。

━━ 中央公園ライトアップ ━━
クリスマスシーズンに向けて、まばゆい輝きで街並みを

演出する中央公園のライトアップが11月30日から始まりま
した。阿久根商工会議所青年部で取り組んでいるこのライ
トアップも今年で４年目を迎え、今では年末年始のこの時
期、夜の街並みを彩るイルミネーションとして市民も心待
ちにしています。この日行われた点灯式では、関係者や市
民など約120人が見守る中、太田幹生阿久根商工会議所会
頭らがスイッチ・オン。公園内に設置された１万３千個の
電球が一斉に輝き始めると、観衆から大きな歓声が沸き上
がりました。ライトアップは年明けの１月10日まで続けら
れ、連日夜の街並みに彩りを添えています。
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━━ フレッシュリーグ　オール阿久根中学部 ━━
九州硬式少年野球連盟（フレッシュリーグ）に所属する

オール阿久根中学部が、この10月から11月に開催された南
九州支部大会で２大会連続優勝の快挙をなし遂げました。
１・２年生主体の新チームで臨んだ秋の大会、11月２日

に串木野市民球場であった第16回秋季大会決勝では川内ス
ラッガーズと対戦し６－２で勝利、さらに同月24日、吹上
町野球場であった焼肉なべしま杯決勝でも串木野黒潮に
５－０と快勝。九州大会出場をかけた来年の春季大会に向
け絶好のスタートをきりました。

━━ 高齢者とのふれあい活動／西目小学校 ━━
西目小学校で11月11日、昔ながらの遊びやしめ縄作り等

を通じて地域の高齢者との交流を深めるふれあい活動があ
りました。
この日は、１・２年生は昔ながらの遊び、３・４年生は

竹とんぼなどの竹細工、５・６年生はしめ縄作りと３つの
グループに分かれ地域の高齢者約70人から手ほどきを受け
ながら交流。最初は、わらや竹を上手に使ってしめ縄や竹
トンボを作り上げる高齢者の熟練の技をじっと見つめてい
た子どもたちも、作り方を教わると、瞳を輝かせながら夢
中になって細工に取り組んでいました。

━━ 第52回市小中高等学校合同音楽会 ━━
市内の全小中学13校による合同音楽会が11月14日、市民

会館大ホールでありました。
52回という長い歴史をもつこの音楽会は、児童生徒たち

に日頃の音楽活動の成果を発表しあうことで音楽の楽しさ
や美しさを味わってもらい、互いに研究を深めあってもら
おうと毎年開催されています。今年も各学校ごとに、合奏
や合唱など練習を重ねてきた活動の成果を発表。他校の演
奏中も、マナーを守って静かに演奏に耳を傾け、じっくり
と鑑賞していました。

━━ 本に親しむつどい ━━
読書だけでなく、親子で多彩な催し等で楽しみながら本

に興味を持ってもらい親しんでもらおうと11月23日、本に
親しむ集いが市民会館大ホールでありました。
市内小学生たちの読書感想画がずらりと展示された会場

では、学童クラブの児童らによる劇や親子読書会の皆さん
による趣向をこらした人形劇や大型紙芝居、ブラックシア
ターなど様々な催しがあり、会場を訪れた大勢の子どもた
ちは、素敵な物語の世界を存分に楽しんでいました。
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来
年
３
月
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日
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中
央
〜
新
八
代
）
開
業
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お
れ
ん
じ
鉄
道
」
が
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ト
し
ま
す
。

今
回
、
肥
薩
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れ
ん
じ
鉄
道
!
か
ら
、
皆
様
の
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
る
点
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域
の
鉄
道
と
し
て
、
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ん

な
で
利
用
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
Ｑ
＆
Ａ

本校では、「豊かな心と確かな学力の創造」を目標

に、全学年を対象に総合的な学習や創意の時間等で次

のような体験活動に取り組んでいます。

qシルバーフレンド活動、w職場体験活動、e農業

体験活動、rボランティア活動、t朝のあさいつ運動

などがあります。

シルバーフレンド活動は、地域の高齢者との交流を

図り、お互いの存在を認め合い、共生社会の実現に向

けての活動です。高齢者宅訪問と、学校内で「地域の

方から学ぶ」活動は５年目を迎えました。昨年度から

新たに８地区に分かれての「地域別ふれあい活動」を

実施しています。活動内容は、スポーツ活動・清掃活

動・花苗活動・自衛消防や災害時の炊き出し活動など

があります。高齢者や民生委員の方々も積極的で、来

年度の活動内容まで決めている地区もあり、夢のある

充実した活動になっています。

農業体験活動で収穫した農作物は、「地域の方から学

ぶ」活動で郷土料理の食材として利用し、高齢者の指

導で料理することになっています。

さらに、ボランティア活動にもＰＴＡや高齢者が参

加され、生徒と共に地域を大切にし、世代を超えた取

り組みとなっています。高齢者の声として、生徒のエ

ネルギーを吸収し、生きる希望を持ちたいという期待

が込められております。

今年は、特に大川小学校や地域の方々との協力体制

も整い、地域に根ざした充実した活動が展開されてい

ます。

わが校の豊かな体験活動わが校の豊かな体験活動

大川小学校･大川中学校合同の地域別ふれあい活動（尻無下地区）



－13－

子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとする時間にとお気軽に支援センターをご利用くだ
さい。

☆親子教室（10：00～12：00）
６日c 瀬之浦児童館　　　　　　　　　　　　　20日c 瀬之浦児童館
７日d 保健センター　　　　　　　　　　　　　21日d 農村環境改善センター（牧内）
８日e みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　　〃　　諏訪団地
13日c 鶴川内児童館　　　　　　　　　　　　　22日e みなみ保育園
〃　　農村環境改善センター（牧内） 27日c 鶴川内児童館

14日d 農村環境改善センター（牧内） 28日d 農村環境改善センター（牧内）
15日e みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　29日e みなみ保育園

☆年齢別教室・・農村環境改善センター ※お問い合わせは、みどりが丘保育園まで
第２金曜日（１／９）０～１歳児教室（ひよこクラブ）
第３金曜日（１／16）２歳児以上教室（こっこクラブ）

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金）みなみ保育園
毎週（土）みどりが丘保育園　　〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕

☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申込みください。

あくね男女共同参画フォーラムあくね男女共同参画フォーラム20042004
～語ろうよ、女のホンネ・男のホンネ～

と　き：平成１６年２月２２日（日）
午後１：３０～

ところ：市民会館

q基調講話：
「今家庭が危ない　夫婦が危ない　子どもが危ない」

～地域の夢ある未来のために～

講　師：水谷謹人
みずたにもりひと

氏（みやざき中央新聞編集長）

wグループディスカッション
「女のホンネ・男のホンネ大研究」

※当日は託児も実施します。（２歳以上就学前。事前予約要）
申込方法：住所・氏名・電話番号・託児の有無を記入のうえ、

ハガキまたはファックスでお申し込みください。
（電話も可）

【お申込み・お問い合わせ先】
市役所企画調整課　企画係
〒899-1696 阿久根市鶴見町２００番地

Tel ７３－１２１１（内線１２１６）
Fax７２－２０２９

参 加 無 料

年末年始のパスポート業務について年末年始のパスポート業務について

１２月２７日（土）から１月４日（日）までの年末年始期間
中は、パスポート窓口も休みとなります。
かごしま県民交流センターの窓口のみは１２月２８日（日）

及び１月４日（日）の両日のみ、すでに申請したパスポートの
受け取りができますが、この日も申請はできません。
年末年始の休み期間をはさむ場合、パスポートの申請から受

け取りまでに、かごしま県民交流センターの場合で最大１４日
その他出先機関の場合だと最大２６日の日数がかかります（新
規・切替申請の場合。再発給の場合は、さらに１週間程度余分
にかかります）。年末年始期間中、又はその後早急にパスポー
トを必要とされる方は、早めの申請をお願いいたします。
また、年末年始期間中は、海外の日本大使館・総領事館もパ

スポート発給業務を行っていないため、この期間にパスポート
を紛失した場合は、再発給までに長い期間がかかり、その間、
旅券紛失地に留まる必要がでるなど、旅行に重大な支障をもた
らしますので、旅行中における旅券の厳重な管理と、盗難・紛
失防止等に十分ご注意くださるようお願いします。

お問い合わせ先
かごしま県民交流センター　パスポート窓口

1０９９－２２１－６６１１
鹿児島県国際交流課外事旅券係

1０９９－２８６－２３０３
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「サンタクロースって本当にいるの？」と質問されて
困ったら、ぜひ図書館にきてください。クリスマスコー
ナーを設置しました。いろんなサンタさんが、みんなを
待っています。

《新 着 図 書》
◆児童図書u「うまやのクリスマス」u「ツリーに
やどったおほしさま」u「ねずみくん、どうするど
うするクリスマス」u「クリスマスくまくん」
◆一般書u重松清「送り火」u宮部みゆき「誰か」
u山本一力「ワシントンハイツの旋風（かぜ）」u伊
集院静「ねむりねこ」u横山秀夫「影踏み」u筒井
康隆「ヘル」u井上由季子「カードは手作りが楽し
いY」u小関智弘「職人学」・・・・他多数
※年末年始の休館日のお知らせ
市立図書館は１２月２９日（月）から１月３日（土）ま

で休館です。本の返却は、「返却ポスト」にお願いします。

消 費 生 活 講 座（<121）
資　　格　　商　　法

職場や自宅にしつこく電話をかけてきて強引に契約を迫
ります。あいまいに返事をしていると契約が成立したと主
張され、受講料を請求されてしまう事もあります。
また、以前契約したことのある人に「資格を取得するま

で契約は終わらない」「業者の登録名簿から名前を削除する
のに○十万円必要」「○十万円払うと今後一切勧誘の電話は
来ない」などと偽って、新規の契約を迫る業者もいます。削
除するのにお金が必要というような話はありませんので、必
要なければ毅然とした態度で断りましょう。

困ったな、おかしいなと思ったら
市役所水産商工観光課　消費生活相談窓口へお問い
合わせください。1７３－１２１１（内線１１１２）

ヤミ金融等の被害を断ち切ろう！

◆法外な高金利で金銭を貸し付けて脅迫的な取立てを
行ったり根拠がない請求を行う（架空請求）など悪質
な業者による被害が後を絶ちません。
「低金利で融資」、「無審査即決」、「他店で断られた
方でもＯＫ」などの甘い誘い文句の金融業者は絶対に
利用しないでください。
また、身に覚えのない請求は支払う義務はありませ

んので応じないでください。

◆県では、鹿児島県ヤミ金融等被害対策会議を設立し、
これらのヤミ金融等による被害防止対策に官民一体と
なって取り組んでいます。
具体的には、被害者等から悪質な業者が振込先とし

て指定する預金口座に関する情報の提供を受け、さら
にその情報をその口座が開設されている金融機関や警
察に提供することにより、預金口座の解約や悪質な業
者の取締り等を促進しています。

【お問い合わせ先】
鹿児島県ヤミ金融等被害対策会議事務局（県庁中小
企業課） 1０９９－２８６－２９４６
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☆　結核レントゲン検診のお知らせ　☆

結核検診は、結核予防法に基づき、年１回の受診が義務づけられています。
市では、９月から１０月にかけて各地区に出向き、レントゲン検診を実施しました。

その時、都合により受診されなかった方を対象に、再度結核レントゲン検診を実施します。

今年まだ受けていない方は、この機会にぜひ受診されるようお勧めします。

※今年すでに結核レントゲン検診を受診された方は、この検診の対象とはなりませんのでご注意ください。

☆結核は過去の病気ではありませんY 結核は、今も昔もわが国最大の感染症ですZ

☆全国では、年間約４万人の新規結核患者が発生し、約３千人が結核で亡くなっています。鹿児島県でも、年間

６百人余りの新規結核患者が発生しており、全国的にみても患者発生率が高い状況にあります。

☆結核の治療は、早期発見が大切です。早期発見のためには、胸部のレントゲン撮影が大変有効です。

☆まだレントゲン検診を受けていない方は、この機会にぜひ受診しましょうZ

【お問い合わせ先】 市役所健康増進課保健予防係

1７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）

保
健
セ
ン
タ
ー
・
１
月
の
行
事

対象者：１６歳以上（平成１６年３月３１日現在）の男女で、今年レントゲン検診を受けていない方

日　程：１月１５日（木）、１６日（金）、１９日（月）、２０日（火）、２１日（水）の５日間

料　金：無　　料

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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平成16年度　市県民税　　　　　　申告受付日程表

１
月
９
日
か
ら

市
県
民
税（
国
民
健
康
保
険
税・

介
護
保
険
料
）の
申
告
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
市
県
民
税
申
告
は

１
月
９
日
か
ら
市
内
の
各
地
区
公
民

館
等
で
受
付
を
し
ま
す
。

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
人
や
、
給
与
収
入
の

み
で
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

等
を
除
き
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
所

得
の
な
い
人
や
年
金
の
み
の
人
も
保

険
税
の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
受
付
の
日
程
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ

た
日
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い
方

２
月
23
日
か
ら
３
月
15
日
（
土
・

日
を
除
く
）
ま
で
市
役
所
税
務
課
で

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
手
元
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
「
市

県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
）
申
告
の
し
お
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
税
務
課
ま
で
。

 
 
国民健康保険税
介 護 保 険 料
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── 阿久根市では、次のとおり嘱託員・臨時職員及び警備員・管理員を募集します。──

募集要綱及び申請書は三笠支所、大川出張所、市役所市民相談室及び各課に用意しております。

◇嘱託員・臨時職員

◇警備員・管理員

１．期　　　間 平成16年４月１日から平成17年３月31日まで
２．資　　　格 職種番号［１・３・13・30～37］は昭和14年４月２日以降に生まれた者

職種番号［５・６・16・17・19］は昭和９年４月２日以降に生まれた者
その他の職種については昭和19年４月２日以降に生まれた者で、次のいずれにも該当し
ないもの〔※その他の資格等については担当課まで、お尋ねください。〕
a 日本国籍を有しない者
s 成年被後見人及び被保佐人
d 禁こ以上の刑に処せられ，その執行を受けることがなくなるまでの者
f 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴
力で破壊することを主張する政党その他団体を結成し、またはこれに加入した者

３．応募手続き a 提出書類　履歴書１通、担当課等で備え付けの申請書１通
s 受付期間　平成15年12月22日B～平成16年１月16日F

（ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く）
d 受付時間　午前８時30分～午後５時

４．提　出　先 各担当課で受け付けます。
詳細につきましては担当課までお尋ねください。 代表1０９９６－７３－１２１１

５．選 考 方 法 面接及び作文（選考日は、申請時に連絡します。）

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

募　集　職　種　名 担当課名 電話番号

内線1451

内線1216

内線1441

内線1425

内線1433

内線1414

内線1414

内線1433

内線1433

内線1412

内線1431

内線1413

内線1134

内線1134

内線1111

番号

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

担当課名 電話番号募　集　職　種　名

交通安全専門指導員

働く婦人の家指導員

市 税 等 収 納 嘱 託 員

廃棄物処理指導補助員

家 庭 相 談 員

老 人 専 門 指 導 員

老人福祉センター事務補助員

嘱 託 ・ 臨 時 保 育 士

保 育 所 調 理 員

レセプト点検事務嘱託員

保 健 指 導 嘱 託 員

介護保険専門指導嘱託員

農林業振興センター作業員

農村環境改善センター管理作業員

消 費 生 活 相 談 員

総 務 課

企画調整課

税 務 課

市民環境課

生きがい対策課

生きがい対策課

生きがい対策課

生きがい対策課

生きがい対策課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

農 政 課

農 政 課

水産商工観光課

内線1114

内線1124

内線1124

内線1128

内線1128

内線1311

内線1311

73－4649

72－1051

72－1051

74－0054

74－0001

内線1513

内線1215

栽培漁業センター作業補助員

嘱 託 員 （ 大 工 ）

登 記 事 務 嘱 託 員

道路維持作業補助員

道路台帳整備補助員

学 校 用 務 員

学 校 図 書 事 務 員

保健体育事務補助員

社 会 教 育 指 導 員

図 書 館 嘱 託 員

大 川 診 療 所 看 護 師

大川出張所事務補助員

簡易水道業務補助員

臨 時 事 務 補 助 員

水産商工観光課

都建・教育総務

都市建設課

都市建設課

都市建設課

教育総務課

教育総務課

市民スポーツ課

生涯学習課

生涯学習課

大川診療所

大川出張所

水 道 課

総 務 課

番号

３０

３１

３２

３３

募　集　職　種　名 担当課名 電話番号

内線1215

内線1215

内線1215

内線1215

番号

３４

３５

３６

３７

担当課名 電話番号募　集　職　種　名

市 役 所 庁 舎 警 備 員

働く婦人の家警備員

西目地区集会施設管理員

市民会館・体育館警備員

総 務 課

総 務 課

総 務 課

総 務 課

内線1215

内線1215

内線1215

内線1215

青 年 の 家 管 理 員

脇本地区公民館警備員

大川地区公民館管理員

総合運動公園施設管理員

総 務 課

総 務 課

総 務 課

総 務 課

嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ
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年末年始のごみ収集について年末年始のごみ収集について
これから年の瀬を迎えるにあたって、ごみの収集日をお知らせします。

年末のごみ収集については、１２月３０日（火）まで、通常どおり行います。

１２月３１日（水）から１月４日（日）までは収集いたしませんので、計画的にごみ出しを行ってください。

年始のごみ収集は１月５日（月）から開始します。

また、１月１２日（月）は祭日で、燃えるごみの収集はいたしませんが、翌日１３日（火）の廃プラスチック

類の収集日に、試験的に燃えるごみの収集も行いますので、ごみステーションに燃えるごみ、廃プラスチック類

をそれぞれ区別して排出してください。

※一般家庭のごみ出し 年末最終のごみ収集日：１２月３０日（火） 【プラスチック類】

年始のごみ収集日：　１月　５日（月）から　【燃えるごみ】

※個人で環境センターに持ち込む場合（有料となります）
１２月２７日（土） 午前８時３０分～午後４時３０分まで

２８日（日） 午前８時３０分～午後４時３０分まで

２９日（月） 午前８時３０分～午後４時３０分まで

３０日（火） 午前８時３０分～午前１１時３０分まで

※１月１３日（火）の廃プラスチック類の収集日は、試験的に燃えるごみも収集いたしますので、きちんと区別

して排出してください。

※なお、し尿のくみ取りも１２月３０日（火）から１月４日（日）までは行いませんので、くみ取りも早めに行

ってください。

◎ごみに関するご相談・お問い合わせ先　　あくねしごみ１１０番　1７２－７４５３（なしごみ）
◎し尿くみ取りに関する　　　　　　　　　阿久根清掃社㈲　　　　1７２－０６２２

ご相談・お問い合わせ先　　㈱ロックス　　　　　　1７３－１３１１

年金を受けている方が亡くなったときは、遺族は「年金受給権者死

亡届」を提出しなければなりません。この届が提出されないと、年金

の支払いが続いてしまい、後で受け取り過ぎの年金については返さな

ければなりません。

また、亡くなった方に支払われるべき年金が残っているときは、遺

族にその分の年金（未支給年金）が支払われますので、あわせてご相

談ください。

なお、未支給年金の受け取りができる遺族の順位は、年金を受けて

いた方と死亡当時、生計を同じくしていた配偶者、子、父母、孫、祖

父母または兄弟姉妹となっています。

年金を受けている方が亡くなったときの手続きは、受けていた年金

の種類によって提出先が異なりますのでご注意ください。

◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先

川内社会保険事務所　1０９９６－２２－５２７６（代表）

市役所市民環境課国民年金係　1７３－１２１１（内線１４２３）

「再就職希望登録者支援事業」のご案内

◆このような方が対象です。
妊娠・出産・育児または介護を理由として退職した方

で、将来働けるようになった時、再就職を希望する方。

ただし、退職前に雇用保険被保険者であった方。

◆登録した方への支援内容は？
㈰『再就職準備セミナー』のご案内

㈪仕事と家庭の両立や再就職準備に役立つ情報満載の

『情報誌』等の提供

㈫教育訓練の『受講援助』（入学料と受講料の１割）

㈬再就職の準備などについての『個別相談』

◆フレーフレー・ネットにアクセスをY

（http://www.2020net.jp）とても役立つ再就職関連情報

◆登録手続きは簡単、無料Y

厚生労働省指定　&２１世紀職業財団　鹿児島事務所

tel099-259-7815／fax099-259-7832



◇
日
時

・
12
月
20
日
g

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
12
月
21
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

阿
久
根
市
民
会
館
・
市
民
体
育
館

◇
と
　
き

12
月
20
日
g

開
場
　
午
後
６
時

開
演
　
午
後
６
時
30
分

◇
と
こ
ろ

阿
久
根
市
民
会
館

◇
入
場
料

５
０
０
円（
全
席
自
由
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
発
売
及
び

お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
民
会
館
1
&2
１
０
５
１

川
内
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
次

の
と
お
り
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の

手
続
な
ど
の
年
金
に
関
す
る
相
談
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

１
月
14
日
d

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◇
場
所

阿
久
根
市
役
所
２
階
会
議
室

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
環
境
課
国
民
年
金
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
２
３
）

県
と
社
団
法
人
鹿
児
島
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
で
は
、
宅
地
建
物
取

引
に
関
す
る
無
料
相
談
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、
弁
護
士

や
税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
行
政
書
士
の
専
門
相
談
員

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

１
月
15
日
e

◇
場
所

川
内
市
民
会
館

◇
相
談
時
間午

前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
建
築
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７
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チ
ャ
ー
リ
ー
永
谷
＆

キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル

12
月
25
日
（
木
）

本
町
通
り
で
開
催
Y

第７回 サンサンミセス大会
第16回 阿久根市女性大会

◆大会テーマ　「女性が動く　地域づくり」
～あらゆる場へ女性の知恵と力を～

◆日　時　　　１月３１日（土）午後１時～午後４時

◆会　場　　　市民会館大ホール

◆講　演　　　矢
や

野
の

大
たい

和
わ

氏（大分県宇目町役場企画商工課）
テーマ：「女性が暗ければ世も暗い」

◆主　催 阿久根市女性団体連絡会
阿久根市教育委員会

◆共　催 阿久根市民主団体連絡協議会

◆お問い合わせ先　市教育委員会生涯学習課
1７２－１０５１

年末年始の水道漏水等年末年始の水道漏水等
当番事業所のお知らせ当番事業所のお知らせ

年末年始に水道の故障がありましたら、次の事
業所にご連絡ください。

※　水道メ一タ一は、皆さんがご使用になった水量を正確に

計るだけでなく漏水も発見することができます。

正しい検針ができるようご協力をお願いします。

（検針は、月のはじめから１０日頃までの間に実施します）

○メ一タ一ボックスの上に物を置かないでください。

○犬は放し飼いにしないで、出入口やメ一タ一ボックスか

ら離してつないでください。



阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
16
年
度
給
食
用
物
資
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
市
内
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
25
日

e
（
期
日
厳
守
）
ま
で
に
、
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る
大
規

模
小
売
店
（
通
称
ス
ー
パ
ー
）
は
除

き
ま
す
。）

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
&2
７
０
８
１

所
得
税
の
申
告
の
中
に
「
青
色
申

告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
人
が
一
定

の
帳
簿
に
毎
日
の
取
引
を
記
録
し
、

そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
告
す
れ
ば

所
得
や
税
額
の
面
で
い
ろ
い
ろ
有
利

な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制

度
で
す
。

節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
経

営
の
合
理
化
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。

ま
だ
、
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

開
始
の
手
続
き
は
、
一
定
の
期
限

ま
で
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
所
轄
の
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◇
出
水
税
務
署
　
1
^2
０
２
０
０

「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・
事
故

に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
電

話
で
す
。

最
近
、
い
た
ず
ら
や
一
般
的
な
相

談
に
係
る
通
報
が
増
え
、
緊
急
な
事

件
・
事
故
の
対
応
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

正
し
い
１
１
０
番
通
報
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
急
を
要
し
な
い
相
談
は

＃
９
１
１
０

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

係
員
が
親
切
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
犯
罪

防
ぐ
あ
な
た
の
　
１
１
０
番

警
察
の
　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

＃
９
１
１
０

税
務
署
や
県
の
税
務
職
員
を
名
乗

り
、
税
の
還
付
金
が
あ
る
と
し
て
口

座
番
号
や
携
帯
電
話
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審

な
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

県
の
税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ

ま
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る

場
合
は
所
属
名
・
係
名
・
氏
名
を
名

乗
っ
た
上
で
用
件
を
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
不
測

の
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
、
身
に
覚

え
の
な
い
照
会
な
ど
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
即
答
せ
ず
に
相
手
の

電
話
番
号
を
確
認
し
、
県
庁
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
税
務
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

年
末
は
、
慌
た
だ
し
さ
や
気
ぜ
わ

し
さ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
多

発
し
ま
す
。
明
る
い
新
年
を
迎
え
る

た
め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
外
出
時
は
必
ず
鍵
を
か
け
、
隣
に

一
声
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を

歩
き
、
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
の

前
か
ご
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ

せ
ま
し
ょ
う
。

○
金
融
機
関
や
深
夜
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
周
辺
を
う
ろ
つ
く
不
審
な
人
や

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
の
不
審

な
車
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
１
１
０
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
銀
行
強
盗
な
ど
に
は
、
盗
難
車
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
を
離
れ
る
と
き
は
必

ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

県
警
街
頭
犯
罪
対
策
課

1
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

年
賀
状
は
も
う
お
書
き
に
な
り
ま

し
た
か
？

年
末
お
し
迫
っ
て
お
出
し
に
な
り

ま
す
と
、
元
旦
に
お
届
け
で
き
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

年
賀
状
は
12
月
15
日
b
か
ら
引
受

け
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
一
日
も

早
く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

※
私
製
は
が
き
（
通
常
は
が
き
も
含

み
ま
す
）
や
封
書
で
年
賀
状
を
お
出

し
に
な
ら
れ
る
場
合
は
、
朱
書
き
で

「
年
賀
」
の
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
示
の
な
い
場
合
、
年
内
に
配
達

さ
れ
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※
郵
便
番
号
の
記
入
に
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
郵
便
局
郵
便
係

1
&2
０
４
２
６

経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
に
直
面

し
、
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て

い
る
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
が
円

滑
に
い
く
よ
う
に
県
信
用
保
証
協
会

が
通
常
の
保
証
限
度
額
と
は
別
枠
で

保
証
を
行
い
ま
す
。

主
な
対
象
は
次
の
方
々
で
す
。

○
大
型
倒
産
の
発
生
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
方

○
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種
に
属

す
る
方

○
金
融
機
関
の
経
営
の
合
理
化
に
伴

っ
て
借
入
が
減
少
し
て
い
る
方

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ

ら
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
、
事

業
所
の
所
在
す
る
市
町
村
長
か
ら
認

－20－

師
走
の
街
に
ご
用
心



清さ
や

楓か

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
の

審
査
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

・
認
定
に
関
し
て

市
役
所
水
産
商
工
観
光
課

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
１
１
）

・
制
度
に
関
し
て

阿
久
根
商
工
会
議
所

1
&2
１
１
８
５

県
信
用
保
証
協
会

1
０
９
９
（
２
２
３
）
０
２
７
１

県
庁
中
小
企
業
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▽
橋
口
久
惠
様
（
広
報
送
付
お
礼
と

し
て
　
東
京
都
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

花
木
ハ
ル
エ
（
的
場
）
牛
之
濱
憲

行
（
牛
之
浜
）
下
薗
利
一
（
高
松
）

松
木
幸
市
（
槝
之
浦
西
）
冨
田
ハ
ル

エ
（
牟
田
）
猿
楽
浩
（
佐
潟
）
大
平

正
喜
（
波
留
）
宮
田
武
志
（
波
留
）

冨
田
イ
ツ
エ
（
桐
野
下
）
松
林
将
太

郎
（
大
尾
）

○
篤
志
寄
付

阿
久
根
寒
蘭
会

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

尾
原
　
史し

朗ろ
う

直
　
樹
（

潟
　
）

吉
松
　
乃
亜

の

あ

伸
　
彦
（

潟
　
）

河
北
　
美み

咲さ
き

啓
　
介
（

段
　
）

岩
下
　
桃も

も

奈な

忠
　
昌
（

段
　
）

尾
h

里
有

り

あ

一
　
義
（
深
　
田
）

鬼
木
　
拓た

く

海み

裕
　
之
（

浦
　
）

田
添

生
　

し
ょ
う

満
　
輝
（
折
口
東
）

寺
地
　
楓ふ

う

馬ま

重
　
都
（
尻
無
下
）

田
上
　
美
優

み

ゆ

雄
　
二
（

潟
　
）

野
h

晟
愛

せ

な

一
　
幸
（

潟
　
）

小
園
　
創そ

う

也や

博
　
樹
（
山
下
馬
場
）

川
井
　
清
楓
　
隆
　
章
（

段
　
）

中
田
　
弥
汐

み

ゆ

武
　
明
（
新
　
町
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

下
薗
　
猛
一
75
（
高
　
松
）
中
野
祥
子

松
林
　
新
蔵
51
（
大
　
尾
）
将
太
郎

大
石
　
和
昌
62
（
波
　
留
）
マ
ツ
子

中
村
　
ア
ヤ
90
（
波
　
留
）
正
　
明

新
坂
ハ
ル
エ
86
（
中
　
村
）
泰
　
典

小
原
　
末
良
61
（
槝
之
浦
西
）
義
　
行

早
水
ヨ
シ
子
79
（
黒
之
上
）

徹

貴
島
ス
ミ
エ
80
（

町
　
）
純
　
俊

吉
山
モ
ゝ
エ
86
（
遠
　
矢
）
正
　
洋

野
中
ツ
ル
エ
85
（
弓
木
野
）
栄
　
光

黒
川
佳
代
子
49
（
上
　
原
）
健
　
二

尻
無
濱
ス
エ
ノ
81
（
尻
無
下
）
前
平
安
典

落
　
　
直
衛
86
（

落
　
）
鍬
光
宗
孝

的
場
　
リ
ツ
74
（
的
　
場
）
武
　
美

◇
日
時
　
１
月
６
日
・
20
日

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

◇
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
日
時

２
月
18
日
d

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

◇
日
時

２
月
６
日
f

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
３
時

◇
場
所

市
役
所
１
階
税
務
相
談
室
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休日の在宅医さん
○12月21日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
田代歯科医院　　1^7１２０６

（出水市明神町）
○12月23日（天皇誕生日）
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
福留歯科医院　　1^2０９７８

（出水市昭和町）
○12月28日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（大　丸）
○12月29日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
○12月30日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
上野歯科医院　　1^3２３０６

（出水市五万石町）
○12月31日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
上野歯科医院　　1^3２３０６

（出水市五万石町）
○１月１日（元旦）
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
瀬戸口歯科医院　1&2０６４８

（ 町　）
○１月２日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
金子歯科医院　　1^3２１５０

（出水市本町）
○１月３日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
金子歯科医院　　1^3２１５０

（出水市本町）
○１月４日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
北園歯科医院　　1^4２１５１

（高尾野町唐笠木）
○１月11日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
○１月12日（成人の日）
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
○１月18日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
瀬戸口歯科医院　1&2０６４８

（ 町　）
○１月25日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午
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◆趣味は何ですか・・・・・野球観戦とカラオケです。
◆性格を自己分析してください・・・

明るく、人見知りをまったくしません。
◆理想の異性像は・・・・・・

思いやりがあり何事にも一生懸命な人ですQ
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

弟がオール阿久根の中学部で硬式野球をしている
影響もあり、仕事の休みには、オール阿久根の試合
や友だちが結成している野球チームの応援に行くの
がとても楽しみです。

◆将来の夢は何ですか・・・
私の家は大丸で手打ちうどん・そば屋を経営して

います。両親の手作りうどんが大好きで、とても誇
りです。私も将来、調理師の免許をとり、店を継げ
たらいいなと思っています☆

◆阿久根について一言・・・
アーケード街が少し淋しいと思います。
若者が地元に残って働けるような職場を増やして

欲しいなと思います。
次は
平藪　順也さん（永田上区）あなたの番です。

平
野
智
美
さ
ん
¡8

（
う
お
座
・
Ａ
型
　
大
丸
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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本
市
特
産
の
ボ
ン
タ
ン
が
収
穫
期

を
迎
え
た
11
月
下
旬
、
道
の
駅
阿
久

根
で
そ
の
ボ
ン
タ
ン
を
使
っ
た
加
工

品
の
試
食
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ン

タ
ン
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
関
係
者
が
工
夫
を
重
ね
た

試
作
品
に
、
見
た
目
や
味
、
価
格
な

ど
詳
細
に
わ
た
り
消
費
者
の
率
直
な

意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
か
ら
商
品
化

を
進
め
る
上
で
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し

て
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ボ

ン
タ
ン
の
里
阿
久
根
を
代
表
す
る
新

し
い
特
産
品
の
誕
生
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。
▽
２
０
０
３
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
３
月
に
は
、
い
よ
い
よ
九
州
新

幹
線
と
と
も
に
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

が
開
業
し
ま
す
。
市
町
村
合
併
問
題

も
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。
今
こ
そ
私

た
ち
市
民
の
英
知
を
結
集
し
未
来
へ

向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
飛

躍
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ

ま
も
、
お
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

好
ニイハオ

宇宙のエネルギーである『気』を

体の中にとり入れて、元気になり、

ゆったりした動きと呼吸法で、体の

中をきれいにすることを心がけてい

ます。

現在、毎週木曜日の午後１時30分

から３時まで、働く婦人の家で楽し

く活動しています。

いつの日か中国に行き、街角の公園で地元の人たちと

一緒に演武することを夢見てがんばっています。

あなたも始めてみませんか？

いつでも歓迎いたします。

謝 々
シェイシェイ

・ 再 見
ツァイチェン

働く婦人の家　育成グループ
─ 阿久根気功太極拳クラブ ─

人　　口
12月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,114人（＋09）
男　　12,168人（＋05）
女　　13,946人（＋04）

世帯数　10,783戸（＋01）
出 生014人　死 亡011人
転 入040人　転 出034人

陸上自衛隊　第８音楽隊演奏会第８音楽隊演奏会 inin ＡＫＵＮＥＡＫＵＮＥ
阿久根中・三笠中吹奏楽部も出演します。

■と　き　１月１７日（土）
開場　午後１時３０分
開演　午後２時３０分

■ところ　阿久根市民会館大ホール

■主　催 阿久根市自衛隊父兄会
■後　援 阿久根市・阿久根市教育委員会
■お問い合わせ先

市役所市民環境課　1７３－１２１１（内線１４２１）

入場料無料


